
2）地区活動の実践報告   

①福岡市中央区   

②兵庫県朝来市  

福岡市中央区保健福祉センター  

地域保健福祉課地域保健福祉係  

係長 早川 文子  

兵庫県朝来市健康福祉部健康課  

課長 能見 恵子   



催せ師の校区担当制にさ与、  
区内向特性を活かした健康づくり事業の  

方法・案鰐について  

一書■簡中《区にホけ●t■8事2It㈹のtlI■計－  

福岡市中央区保健福祉センター  

地域保健福祉課  

早＝ 文子  

福岡市の概況（平成21年3月未現在）  

◎人口l，40＆9引  世帯敬 ふ55，T抑  

◎出生率 人口千剤「9．8（HT9）  

◎死亡率 人口干剤「ふ．5（H19）  

◎高齢化卒lふ．9  

◎面積   ；4l．Tlkn了  

7つの区に各l椚所の保健福祉センター  
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中央区の概況（H21年絹禾現在）  

◎人口lふ5，；44   ◎世帯敬 9l．5Z；  

⑳出生率  人口千村 9．1（H19）  

◎死亡率  人口千剤「6．0（H19）  

◎高齢化寧 T5．Z  

◎面積 T5．1帥d  

◎小学校校区敬 一4  

中央区の概況  

○福向市の中央に位置し、城下町として発展。  

◎生産人口が75％。  

◎人口密唐ト05さ2人／k汀fと高い。  

◎住民の転出入が活発で、5年間の移動率53．4％。  

◎九州の行耽・経済の中心としこ、金融機関・商業   

施設が集中。  

◎緑地公園が区面積のIO％。  
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地域保健福祉係（地区担当）の  

保健肺葉掩  

小学校区を単位とした地域担当制で、  

乳幼児から高齢者書で全ての市民を対象に  

活動  

○家庭玉石問  

◎健康軟膏・健康相談  

◎集団積診  

◎地区組織活動  
（地区組織への貫捷、グルーつ育成）  
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健康づくり推進のしく計  

I月   校区地区診噺切手仁朗  
（健康伺偏向明確化）  

1  

Z～コ月 校区保腱福祉事業甥諜  

1  

5～○月 校区せ康つくり実行馨   

．欄  

＊区健康つくり推進案行手兵会が活動を雪蹟   

・区軸フェア  
・校庄鮒づくけ実行響員会代豪着金撫  

（恥・≠ヰ変換）  

「 
（自主活乱行微との協催事叢）   

（地域保せ福祉課）  （健康凛）  

地区孟           診   断シートの活用   

l′－．〕，ー，V－  
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校区保健福祉事業懇註会（年I回）   

（目的）  

・一年間の保健福祉事業切取り組みを振り返り  

・校区の保健福祉問題や課題についで情報共有  

・次年唐の保健福祉事業計画の確認  

（参加者）   

校区：保健福祉活動に関わる団体の代表者   

行微等：地域保健福祉課、健康隷、  

地域ま揮隷、地域包括貫揮センター  

区衛生連合会、区社会権祉協議会   

校区健康づくり実行委員会  

（年I～○向）  

（目的）  

溜琴ぞ職蔚躇 じた校区らしい健  

●脚貯健康づくりの機運を高助るこ  

（役割）  

校区住民への普及・啓発  

健康づく廿事業の企画・実施  
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活動体制構築に必宇なもの  
（保健師の役割）  

・住民・地域のニースをつかお   

当事者の声を住民へ代弁していく  

・校区内のキーパーソンを探す  

・住民へわかりやすくつしゼシテーション  

（情報提供）  

・邑標・邑的の共有化を図る  

・活動の過程を大切に計画・展開する  

・住民主体でとりく仇るさう支援  
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健康づくり事業活動（B校区）  

◎都心に隣りあわせた商業地域。  

◎ワンルームマンションに使お社会人若者  

やマンション住専いの高齢者の計の世帯   

が多い。  

◎世帯数 さ．I39 人口I0．さ90  

・歩こう会にきる槻じこもり予防  

・健康体操作成・普及  
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平成21年度保健師中央会議  

日時：平成21年7月23日（木）  

地区活動例実機瀾告  

朝来市の儒せ師活動  

認知症に啓っても地域で自分らしく  
毒血して暮らせる地域を目指して   

～保健師中心の活動から地域住民、保健、  

福祉、医療が一体となった活動へ～  

兵庫県朝来市 健康課 能見恵子  
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要介護（要支援）認定者数（65歳以上）  

（平成21年 4月現在）（単位：人）  

要  

支  

区  援  
要  要  要  要  

要  
介  介  介  介  

介  計   

分  
護  護  護  護  護  

2  
2  3  

5  

65歳～  

74歳   56   22   29   31   16   27  181   

75歳以上  469  227  258  279  241  243  1717   

計   525  249  287  310  257  270  1898   
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